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四国中央部三波川帯瀬場谷地域に新しく見い出されたエクロジャイト

猶　原　亮　介＊

Newly　fbund　eclogite　from　the　Sambagawa　metamorphic　belt　in

　　　　　　the　Sebadani　area，central　Shikoku，Japan

Naohara，Ryosuke＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　ln　the　Sebadani　area　of　the　Sambagawa　metamorphic　belt，central　Shikoku，two　types　of　prograde　eclo－

gites　have　been　deschbed　so　far．One　was　fomed　by　contact　metamorphism　by　emplacement　of　a　high－

temperature　eclogite　brock，the　Sebadani　metagabbro　mass，and　the　other　was　fo㎜ed　by　the　Sambagawa

prograde　metamorphism．Two　prograde　eclogite　localities　have　been　newly　discovered．The　eclogites　show

clockwise　P－T　path，from　the　epidote－amphibolite　facies　through　the　eclogite　facies　as　a　peak　condition　to

the　epidote－amphibolite　facies．This　genetic　character　is　same　as　the　other　Sambagawa　eclogitic　schists　al－

ready　described．The　cause　of　increasing　temperature　up　to　the　eclogite　facies　condition　will　be　important

for　understanding　the　thermal　history　of　the　Sambagawa　metamorphism　in　the　Sebadani　district．

Key　words：Sambagawa　metamorphism，Prograde　eclogite，Clockwise　P－T　path，Gamet，Omphacite．

は　じ　め　に

　三波川変成帯は，西は九州佐賀関半島より，東は関東

山地まで延長約800kmにわたって分布する高圧中間群

型の広域変成帯である（第1図a）．

　四国中央部の三波川帯は，高変成度の変成岩が広く分

布し，また，多様な原岩と変成履歴をもつテクトニック・

ブロックが多数分布しているのを特徴としている

（Takasu，1989；Takasu　et　al，1994）．これらテクトニッ

ク・ブロック内外には，これまでいくつかのエクロジャ

イトの産出が報告され，研究がなされてきた（Takasu，

1984；高須・上阪，1987など）．

　テクトニック・ブロックの内部に存在するエクロジャ

イトは，瀬湯谷岩体のエクロジャイト（Takasu，1984）を

はじめ，五良津東部及び西部岩体（高須・上阪，1987），

東平岩体（上阪・鳥海，1984；森山，1990），石英エク

ロジャイト岩体（Takasu，1989など），東赤石かんらん岩

体のざくろ石単斜輝岩（Mod　and　Banno，1973；

Kunugizaetal．，1986）ホルンブレンドエクロジャイト岩

体（坂野ほか，1976），高越地域のエクロジャイト（高須・
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加治，1985）などが知られている．一方，三波川変成岩

中のエクロジャイトは，瀬場谷地域において高圧接触変

成作用で形成されたエクロジャイト（Takasu，1984）と三

波川広域変成エクロジャイト（高須・加治，1985）が報告

されている．また，瓶ヶ森地域に分布する始新統久万層

群の礫岩中の礫としてもエクロジャイトが存在する（廣

田，1990）．

　瀬場谷地域において今回新たに見い出されたエクロジャ

イトは三波川変成岩中に’n－s枷に産しているものであ

る．

　瀬湯谷地域のエクロジャイトについては，これまで多

くの研究がされているが，今回発見されたエクロジャイ

トの変成履歴や成因の検討は三波川広域変成作用による

エクロジャイトの形成や瀬場谷接触変成作用に関して重

要な情報をもたらすものである．

　本論は今回新しく見い出されたエクロジャイトの記載

岩石学的報告を目的としている．

　謝辞：本論文は島根大学理学部地質学教室において行っ

た卒業論文の一部をまとめたものである．指導教官であ

る高須　晃助教授には終始有益なご指導を賜わった．野

外調査をはじめ，組織観察や考察をまとめるにあたって

助教授の助言なしにはとても完成しえなかったと思われ

る．この場を借りて深く感謝する．また，野外調査の際
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第1図 a）西南日本三波川帯における別子地域の位置
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b）別子地域の地質図及び泥質片岩による変成分帯図（東野，1990原図）
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に宿を提供していただいた愛媛県宇摩郡別子山村の仲村

孝三氏，いろいろと便宜をはかっていただいた福本成臣

氏には深く感謝すると共に多大なる御迷惑，御心配をお

かけしたことを右詫びしたい．このほかにも多くの方の

手を煩わせて本研究は進められた．この場を借りて厚く

感謝の意を表したい．

三波川帯のエクロジャイト

　三波川帯からは種々のエクロジャイトが報告されてお

り，多くの研究がある．今回発見されたエクロジャイト

の性質を明確にするために三波川帯から報告されている

エクロジャイトの記載と成因等について簡単に述べる．

1．五良津東部岩体中のエクロジャイト

　五良津東部岩体は，原岩が層状はんれい岩で，まずグ

ラニュライト相，そして高温エクロジャイト相の変成を

受けたあと藍閃片岩相の後退変成を受け，ふたたび低温
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T第2図　三波川変成作用及び別子地域のテクトニック・

　ブロックのP＿丁経路図．ECL，GL，EA，AMP，
　GRAN，GS，PPはそれぞれエクロジャイト相，藍
　閃片岩相，緑簾石角閃岩相，角閃岩相，グラニュラ

　イト相，緑色片岩相，ぶどう石一パンペリ石相であ

　る．斜線の引かれた部分は三波川帯のフィールドP－丁

　経路である．内部のChl，Ga，Ab，Obは泥質片岩に

　よる変成分帯を表しており，それぞれ緑泥石帯，ざ

　くろ石帯，曹長石一黒雲母帯，灰曹長石一黒雲母帯

　である．各テクトニック・ブロックのP＿丁経路は，

　SB，EI，wI，HA，TN，QE，KEの記号を用いて表し

　ており，それぞれ瀬湯谷変はんれい岩体，五良津東

　部，西部岩体，東赤石かんらん岩体，東平角閃岩体，

　石英エクロジャイト岩体，高越エクロジャイト岩体

　である．Jd50およびJd30の直線は，オンファス
　輝石中のひすい輝石モル比．矢印。は瀬場谷岩体
　による高圧下での接触変成作用である．　（Takasu，

　1989に加筆）

エクロジャイト相をへて緑簾石角閃岩相に至ったと考え

られている（高須・上阪，1987）（第2図）．エクロジャイ

トは，岩体内の一部にグラニュライト相の鉱物群を置換

して生じている．主な構成鉱物はざくろ石，オンファス

輝石，緑簾石，ホルンブレンド，白雲母，ルチル，鉄鉱

で，ざくろ石は最大径6mm，しばしば機械的に破砕さ

れている．ざくろ石は核部にMgが多い均質の部分を

もつ．核部と外套部との間で組成は急変し，外套部では

Mgが減少することから核部より低温で形成されたと考

えられる．また，ざくろ石は包有物としてオンファス輝

石，ホルンブレンド，藍閃石，緑簾石，石英，白雲母，

りん灰石，鉄鉱を含む．これはざくろ石が藍閃片岩相の

時期をはさんで高温と低温の2度のエクロジャイト相の

変成作用によって成長したことを示すものである．

2．五良津西部岩体中のエクロジャイト

　五良津西部岩体の原岩は，玄武岩質砕屑岩を主とし，

一部に泥質岩，珪質岩の薄層をはさむ．これらの原岩が

緑簾石角閃岩相を経てエクロジャイト相に達する高圧型

変成作用を受けている．構成鉱物はざくろ石，オンファ

ス輝石，ホルンブレンド，緑簾石，白雲母，石英，曹長

石である．エクロジャイトを構成するざくろ石中のMn

含有量が核部から外縁部に向けて単調に減少する累帯構

造や，ざくろ石の核部に緑簾石，ホルンブレンドなどの

緑簾石角閃岩相の鉱物群が包有され，外縁部にオンファ

ス輝石が多く包有されることなどから，このエクロジャ

イトは緑簾石角閃岩相から累進的に形成されたものであ

ると考えられている．また，最後には三波川変成による

緑簾石角閃岩相の後退変成を被っている．五良津西部岩

体のエクロジャイト相の変成条件は，東部岩体の低温の

エクロジャイト相の変成条件に対応し，650℃，15kb

と推定されている（高須・上阪，1987；高須，1988）（第

2図）．

3．石英エクロジャイト岩体

　東赤石かんらん岩体と五良津西部岩体の境界近くの権

現山付近に位置し，数10mの厚さ，延長約500mで層

状に分布する．有色鉱物の多い濃緑色の層と，有色鉱物

の乏しい白色に近い層が互層をなす．これらの原岩は，

濃色の層が玄武岩質の砕屑岩，淡色の層が泥質の堆積岩

と考えられており，泥質の石英に富んだ部分の方が多

い．この岩体は，原岩が藍閃片岩相を経てエクロジャイ

ト相に達して形成したと考えられている．エクロジャイ

ト期の構成鉱物はざくろ石，オンファス輝石，石英，藍

晶石，フェンジャイト，パラゴナイト，緑簾石で，三波

川帯中の累進的なエクロジャイトの中では変成温度の最

も高いエクロジャイトである．この岩体も三波川変成作

用中に現位置にもたらされ，緑簾石角閃岩相の後退変成
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を被っている（高須，1986；Takasu，1989）（第2図）．

4．東平岩体中のエクロジャイト

　東平岩体は二つの岩体が複合してできた緑簾石角閃岩

体で，累進変成作用を受けたSタイプ超塩基性岩（椚

座，1984）をともなった　T－1タイプ（森山，1990）と，

エクロジャイト鉱物組合わせが一部に残存する（上阪・

鳥海，1984）後退的エクロジャイトのT－Hタイプとい

う変成履歴の違う2種の岩体から構成されている（森

山，1990）．エクロジャイトの主な構成鉱物はざくろ石，

オンファス輝石，ホルンブレンド，緑簾石，斜長石で，

白雲母，黒雲母，石英，スフェン，りん灰石，方解石，

鉄鉱をともなう．T－Hタイプではオンファス輝石が広

い範囲にわたって種々の程度で斜長石一ホルンブレンド

・シンプレクタイトに置換された組織が見られ，また一

部にはんれい岩組織が残っていることから，原岩は層状

はんれい岩体で，その後一度エクロジャイト相の変成作

用を受けたのち緑簾石角閃岩相の後退変成を受けたとい

う履歴が考えられている（森山，1990）（第2図）．

5．高越のエクロジャイト

　徳島県三波川帯高越山地域の南方の西野峯地区では，

異地性岩塊としてエクロジャイトが存在する．主な構成

鉱物はホルンブレンド，ざくろ石，緑簾石，白色雲母，

オンファス輝石，緑泥石である．弱い片理構造をもち，

オンファス輝石は片理にほぼ平行に配列する．ざくろ

石，オンファス輝石の包有物は，緑簾石，ホルンブレン

ドなどで，このエクロジャイトは緑簾石角閃岩相から累

進的に形成されたと考えられる．また，オンファス輝石

の曹長石一ホルンブレンド・シンプレクタイト化が著し

い．変成度が著しく高く周囲の変成岩とは不連続である

ため，構造的に上昇してきたと考えられている（高須・

加治，1985；酒井・高須，1993）．

6．瀬場谷地域のエクロジャイト

　瀬場谷地域には3種のエクロジャイトが存在する（第

3図）．第1は，テクトニックブロック岩体のひとつであ

る瀬湯谷岩体中に残存する後退的エクロジャイト，第2

は，瀬場谷岩体の貫入により岩体周囲の塩基性片岩が接

触変成作用を受けてできた累進的エクロジャイト，第3

は，大野谷の東側斜面に産する，三波川広域変成作用に

よる累進的エクロジャイトである．

（1）瀬湯谷岩体中のエクロジャイト

　瀬場谷岩体は瀬湯谷中流の三波川結晶片岩中に露出す

る緑簾石角閃岩体である（第3図）．岩体の中心部付近に

残されるはんれい岩組織や，ホルンブレンドに富む優黒

色の層と斜ゆうれん石に富む優白色の層が互層をなす構
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造によって，原岩は層状のはんれい岩体であったと考え

られている（Takasu，1984）．しかし，火成ステージの鉱

物群は残存せず，多くの鉱物組合わせは最後の後退変成

ステージである緑簾石角閃岩相のものである．一部の塊

状の部分には，エクロジャイト相の鉱物組合わせが残存

する．このエクロジャイトの主な鉱物組合わせは，ざく

ろ石とオンファス輝石で，少量の石英，ルチル，ジルコ

ンを含む．岩体の多くの部分で，エクロジャイト相鉱物

群が緑簾石角閃岩相の鉱物組合わせに置換された組織が

見られる．

　ざくろ石は，Mgに富む核部と，比較的Feに富む外

縁部の2層構造をしており，核部の形成時のほうが外縁

部の形成時より高温であったと考えられる．また，ざく

ろ石とオンファス輝石の核部と外縁部それぞれの組の

Fe－Mg分配係数は縁部に向けて温度降下を示し，この

エクロジャイトが温度低下の環境下で形成された後退

的エクロジャイトであることを示している．最初の高温

エクロジャイト・ステージの温度は720～750℃，圧力

は12～20Kbで，後の低温エクロジャイト・ステージ

は610～630℃，10～17Kbと見積もられている（Takasu，

1984）．

（2）瀬湯谷岩体の接触変成作用によるエクロジャイト

　瀬場谷岩体の周囲の塩基性片岩中にエクロジャイト相

の鉱物組合わせが生じていることが報告されている

（Takasu，1984）（第3図）．このエクロジャイトは瀬場谷

岩体の周囲数10mの範囲にのみ見られ，岩石中の特定

の層でオンファス輝石斑状変晶が生じている．

　鉱物組合わせは，緑簾石，ホルンブレンド，オンファス

輝石，ざくろ石，石英，白雲母，少量の曹長石，緑泥石，

スフェン，ルチル，鉄鉱を含む．ホルンブレンドに富む

濃緑色の層，緑簾石に富む黄緑色の層，石英の白色の層

による縞状構造が顕著で，縞状構造と平行に，白雲母，

ホルンブレンド，緑簾石などの定向配列による，片理お

よび鉱物線構造が形成されている．

　オンファス輝石は最大長径l　cm前後に及ぶ粗粒のも

のが多く，斑状変晶状である．また，結晶の伸長の方向

に規則性がなくランダムな方向の成長を示す．これは結

晶成長時の環境が静水圧的で，温度上昇中に変形がほと

んどなかったことを示唆している（Takasu，1984）（第4

図a）．

　一方，斑状変晶状のざくろ石の包有物は緑簾石，ホル

ンブレンド，ルチル，白雲母といった片理形成鉱物群で

あり，片理と平行に包有されている組織が多い．この特

徴は，ざくろ石の成長時に回転がなかったことを示し，

オンファス輝石の組織と調和的である．（Takasu，1984）．

　ざくろ石とオンファス輝石のFe－Mg分配係数から，

第4図　a）瀬湯谷岩体による接触変成作用により形

　成されたエクロジェイト．オンファス輝石の方向性

　をもたない組織が片理構成鉱物を切って大きく成長

　している．

b）大野谷東斜面で見られる三波川広域変成作用によ

　るエクロジャイト．細粒のオンファス輝石とざくろ

　石が規則正しくならんでいる．
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このエクロジャイトは核部から外縁部に向けて温度上昇

に伴って形成された累進的エクロジャイトであるとされ

ている．また，外縁部におけるざくろ石一オンファス輝

石のFe－Mg分配係数は瀬湯谷岩体内のエクロジャイト

の外縁部の値と類似しており，ほぼ同じ温度環境で形成

されたと考えられ，変成条件は630～650℃，7～17kb

と見積もられた（Takasu，1984）．

　以上のことから，もともと層状はんれい岩体であった

瀬湯谷岩体は地殻深部で高温のエクロジャイト相の変成

作用をうけた後，低温のエクロジャイト相の状態で当時

緑簾石角閃岩相の状態にあった三波川の塩基性片岩中に

固体貫入し，周囲に接触変成作用を与え，塩基性片岩の

一部がエクロジャイト化した，という履歴が導き出され

た（Takasu，1984）．瀬湯谷岩体のエクロジャイトも，接

触変成作用によるエクロジャイトも，緑簾石角閃岩相の

後退変成を受けている．これは，貫入後に共に三波川の

後退変成作用を受けたためである．

　ところで，Takasu（1986）は，瀬場谷岩体の周囲に数m

の範囲で分布する泥質片岩中のざくろ石が融食一再成長

の組織を示していることに着目した．このざくろ石は，

核部から外縁部に向けてMnが減少する累進的な組成

累帯構造を示すが，核部と外套部の境界面に鏡下でも明

瞭に認識される融食面があり，この部分ではMnが増

加する逆累帯構造がみられる．融食面の内側の核部に相

当する部分は，包有物の配列がS字状を示すことによ

り，三波川の広域変成作用により形成されたと考えられ

る．その後ざくろ石は一旦融食し融食面が形成された．

再成長した部分は包有物の配列が片理と平行であること

から，変形をともなわない静水圧下で成長したと考えら

れ，瀬場谷岩体の接触変成作用によるものであるとされ

ている（Takasu，1986）．

（3）三波川広域変成作用によるエクロジャイト

　このエクロジャイトは，大野谷の東斜面に産する（第

3図）．主な構成鉱物はざくろ石，オンファス輝石，石英

で，少量のホルンブレンド，鉄鉱，白雲母，まれにルチ

ルと方解石を含む．エクロジャイトは塩基性片岩中に層

状に産出する．

　オンファス輝石，白雲母は強い定向配列を示す．また，

オンファス輝石およびざくろ石の量比の違いによる縞状

構造が発達している（第4図b）．

　ざくろ石中の包有物の配列がS字状を示すことやオ

ンファス輝石が強く定向配列を示すことにより，結晶成

長時に強い剪断変形場におかれていたことがわかる．ま

た，ざくろ石のMn含有量が核部で高く，外縁部では

低いという組成累帯構造により，このエクロジャイトは

温度上昇の場で形成された累進的エクロジャイトである

と考えられる（高須・加治，1985猶原・高須，1995）．

地　質　概　説

　瀬場谷地域を含む三波川帯の別子地域一帯は，Takasu

and　Dallmeyer（1990）による構造区分では別子ナップと

され，高変成度の変成岩が広範囲に分布し大小のテクト

ニック・ブロックが存在する．

　テクトニック・ブロックは様々な原岩，変成履歴をも

ち，この地域は構造性のメランジ帯であると考えられて

いる．

　本論の瀬場谷地域とは，別子地域の中央付近に位置す

る瀬湯谷変はんれい岩体と呼ばれる径数100mのテク

トニックブロックを中心にした東西約4kmの地域を指

す（第3図）．

　瀬場谷地域はそのほとんどが北落ちの急傾斜をもって

重なる結晶片岩類よりなり，見かけの下位から上位へ泥

質片岩に富む層，塩基性片岩に富む層，泥質片岩に富む

層に区分される（第3図）．瀬場谷中流の塩基性片岩に富

む層中には瀬場谷変はんれい岩体が露出する．瀬場谷岩

体の周囲には厚さ数mの泥質片岩が瀬場谷岩体を取り

囲むように分布する．

　瀬湯谷岩体をともなうこの塩基性片岩に富む層は，瀬

場谷岩体付近で層厚が著しく厚く，東西方向に急激に層

厚を減少させる．この産状は別子地域の他の塩基性片岩

類が主に層状の産状を示すのに対し特殊な形態である．

塩基性片岩に富む層と周囲の泥質片岩に富む層との境界

は，漸移的に変化している．

　三波川帯の泥質片岩の鉱物組合わせによる変成分帯は

Kurata　and　Bamo（1974），Enami（1981），東野（1975，

1990）　などによりおこなわれ，四国中央部では低温部

より，緑泥石帯，ざくろ石帯，曹長石一黒雲母帯，灰曹

長石一黒雲母帯の4帯に分帯される．この変成分帯によ

ると，瀬場谷地域は大部分が曹長石一黒雲母帯に属し，

大野谷の下流の一部はざくろ石帯に，瀬場谷上流の東赤

石かんらん岩体付近では灰曹長石一黒雲母帯に属してい

る．このことから，相対的に北側ほど変成温度は高温で

あるといえる（第1図b）．

新たに見い出されたエクロジャイトの産状

　今回新たに見い出されたエクロジャイトは，瀬場谷沿

いの2ヵ所の露頭（Loc．297及びLoc．185）で，いずれ

も三波川塩基性片岩中のものである（第3図）．この付近

は曹長石一黒雲母帯に属し，緑簾石角閃岩相のピーク変

成を受けたと考えられている．瀬湯谷地域の塩基性片岩

は一般的には，ホルンブレンドに富む濃緑色の層と，斜

ゆうれん石に富む淡緑色の層が数mm幅で互層してい
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る．また，ざくろ石に富んだ層が存在したり，粗粒のざ

くろ石斑状変晶が点在することがある．大野谷，瀬場谷

沿いの一部では曹長石点紋が目立つことがあるが，これ

らのエクロジャイトの周辺では曹長石点紋は発達はして

おらず，細粒のホルンブレンドに富んだ一般的な塩基性

片岩が主である．

1．瀬場谷合流点付近のエクロジャイト（Loc．297）

　瀬場谷の右又と左又の合流点に近い左又側に存在する

（第3図）．この露頭では，石英層をともなう数cmに及

ぶオンファス輝石に富んだ緑色の帯が認められ，ざくろ

石が石英層にともなって帯状に存在する．基質部は周囲

の一般的な塩基性片岩と同じく，ホルンブレンド，緑簾

石が主で濃緑色をしている．ざくろ石は脈状に産出し，

オンファス輝石も肉眼で結晶を判別できるほどの結晶粒

度には達していない．

2．瀬場谷下流八間滝南西側のエクロジャイト（Loc．185）

　瀬場谷下流の八間滝より南西側の比較的なだらかな尾

根上の露頭より見い出された（第3図）．全体的にホルン

ブレンドに富む黒色の岩石である．オンファス輝石に富

む数mm程度の厚さの緑色の層が認められる．ざくろ

石は細粒で散在し，肉眼では見落とす可能性がある．

岩　石　記　載

1．瀬場谷合流点付近のエクロジャイト（Loc．297）

　主にざくろ石，オンファス輝石，石英，ホルンブレン

ドからなり，少量の緑簾石，ルチル，白雲母を伴う．ま

た，微量の曹長石及びスフェンを含む．全体として，石

英とざくろ石に富む優白色な層，オンファス輝石とホル

ンブレンドに富む緑色の層，緑簾石に富む淡黄緑色の層

が幅数で繰り返す縞状構造が発達する．片理は白雲母，

ホルンブレンド，オンファス輝石の定向配列により形成

され，この方向は縞状構造の方向と一致する．ざくろ石

と一部のオンファス輝石は斑状変晶的な産状を示す．基

質は大部分が石英とオンファス輝石により構成される

が，緑簾石に富む層内では細粒の緑簾石のみが集中し他

の鉱物の存在比が低い．また，オンファス輝石に富む層

では相対的にざくろ石は少量となる．

　ざくろ石は，斑状変晶として産する．石英に比較的富

んだ層内に多く産出する．粒径は最大で0．3mmで，核

部から外縁部に向けて淡桃色がしだいに淡くなる累帯構

造を示す．包有物は全体として少ないが，ルチル，緑簾

石，白雲母を包有している．一部のざくろ石で，基質部

のホルンブレンドがざくろ石を突き刺すように成長して

いる組織がみられる．

　オンファス輝石は最大長径0．3mmで，柱状の半自形
　　　　　　　へ
から他形の斑状変晶をなすことが多い．淡黄緑色で多色

性は弱い．一般に片理と平行に定向配列を示すが，特に

オンファス輝石のモード比が高い層のオンファス輝石斑

状変晶は粗粒で，方向性を持たない組織を示す傾向があ

る．この層の特にエクロジャイト化が進んだ部分では，

ホルンブレンドが少量含まれるのみで，ほとんどオンフ

ァス輝石のみからなる．一部のオンファス輝石は，周囲

がわずかにホルンブレンドー曹長石シンプレクタイトに

置換されている．包有物として緑簾石，ルチルが見られ

る．これらの包有物は基質部の片理に平行に配列してい

る場合が多い．

　ホルンブレンドは他形から半自形の柱状で最大長径が

約1mmである．X＝無色，Y＝濃緑灰色，Z＝青緑色

の多色性を示す．白雲母などと共に片理を構成している

ものが多い．緑簾石，ルチルを包有する．オンファス輝

石斑状変晶の周辺部で曹長石とともにシンプレクタイト

を形成する．

　白雲母は最大径1mm程度であり，片理を形成する．

緑簾石は最大径0．2mm程度で，他形粒状である．緑簾

石のみ集中して層を形成する傾向が見られるまた，基質

中にも少量が存在する．顕著な累帯構造をもち，核部か

ら外縁部に向けて複屈折率が減少する．

　ルチルは最大径約0．7mmの他形粒状でスフェンに縁

取られる形態をとる．

2．瀬場谷下流南西尾根上のエクロジャイト（Loc．185）

　主にざくろ石，ホルンブレンド，オンファス輝石より

なり，少量の緑簾石，ルチル，石英，曹長石，白雲母を

ともなう．また，微量の鉄鉱，方解石及び緑泥石を含む．

縞状構造はあまり顕著ではない．縞状構造の方向はホル

ンブレンド，オンファス輝石，白雲母等による片理の方

向と平行である．基質は細粒のホルンブレンド，緑簾石，

あるいは方解石よりなり，白雲母が散在する．ざくろ石

とオンファス輝石は，特にホルンブレンドに富んだ限ら

れた層にのみ存在する．

　ざくろ石は斑状変晶状に産し，オンファス輝石に富む

層と接して存在することが多い．半自形から他形で外縁

が機械的に破壊されている．最大径0．3mm程度で，色

は淡桃色である．核部から外縁部に向けて色が薄くなる

累帯構造を示す．割れ目をもつものが多く，ほとんどが

割れ目部分から緑泥石に置換されている．包有物として

緑簾石，ホルンブレンドが含まれ，それらはS字状の

配列を示す．

　オンファス輝石は特定の層にのみ選択的に産する．斑

状変晶状で最大長径1．5mmである．半自形から他形で

片理には調和的な部分も多くあるが一部は斜交するもの

がある．淡黄緑色で多色性は弱い．包有物は多く，緑簾

石，ホルンブレンド，ルチルが基質部の片理に平行に包
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有されている．多くの部分で周囲から曹長石一ホルンブ

レンド・シンプレクタイトにより置換される．

　石英は少なく，層間を充填する．片理とは調和的に入

る．

　ホルンブレンドは柱状だが他形で，長径は最大1mm．

X＝無色，Y＝濃緑灰色，Z＝青緑色の多色性を示し核

部から外縁部に向けて色が濃くなる累帯構造を示す．走

向配列し，細粒のものは白雲母，緑簾石と共に片理を構

成する．また，オンファス輝石斑状変晶の周囲から曹長

石と共にシンプレクタイトを形成している．包有物は緑

簾石で，片理方向とは調和的に配列する．

　白雲母は最大径0．5mm程度で，ホルンブレンドなど

とどもに片理を形成する．

　緑簾石は基質を構成する細粒のもので，長径は0．1mm

程度である．細粒の他形結晶はホルンブレンドなどと共

に片理を形成する．また，最大長径が0．5mmの長柱状

の斑状変晶も見られ，こちらは，脆性破断をうけている．

累帯構造は顕著であり，核部から外縁部に向けて複屈折

率が減少する．

　ルチルは他形粒状で，最大長径が0．1mm程度であ
る．

ま と め

　今回四国中央部瀬場谷地域の2地点よりエクロジャイ

トを見い出した．

　これらのエクロジャイト中のざくろ石は，一般に回転

の痕跡を残す．包有物は緑簾石やホルンブレンドなど

で，先駆ステージの緑簾石角閃岩相のものである．

　オンファス輝石は，一般に周囲から曹長石一ホルンブ

レンド・シンプレクタイトに分解し，後退変成後退変成

を受けたことを示している．

　これらの特徴は他の三波川の塩基性片岩，あるいは累

進的エクロジャイトと同様であり，三波川広域変成作用

により緑簾石角閃岩相の変成を受け，さらに温度上昇に

よりエクロジャイトになり，後の三波川後退変成ステー

ジに緑簾石角閃岩相の後退変成を受けたという時計廻り

の履歴が考えられる．緑簾石角閃岩相からエクロジャイ

トヘの温度上昇過程については組織の観察だけでなく今

後の化学分析による検討が必要である．
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